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岩 手 労 働 局 長 

 

 

労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令及び労働安全衛生規則の一部 

を改正する省令の施行について 

 

 

労働行政の推進につきましては、日頃から多大なる御理解・御協力を賜り厚く御

礼申し上げます。 

さて、令和２年 12 月２日に公布されました労働安全衛生法施行令の一部を改正す

る政令（令和２年政令第 340 号）及び労働安全衛生規則の一部を改正する省令（令

和２年厚生労働省令第 193 号）により、ベンジルアルコール及び当該物を含有する

製剤その他の物について、譲渡し、又は提供する場合のラベル表示、SDS の交付等を

義務付け、また、製造又は取扱いの際のリスクアセスメントの実施を義務付ける改

正が行われ、令和３年１月１日から施行されます。 

つきましては、改正省令の趣旨、要点等については、下記のとおりですので、貴団

体におかれましても、化学物質等の適切な管理に関する制度改正の趣旨を御理解い

ただき、傘下会員、事業場等に対する周知にご協力を賜りますようお願い申し上げ

ます。 

なお、別添のとおり、周知用リーフレットが２種類あり、剥離剤関係リーフレッ

トは、橋梁塗膜除去工事や石綿除去工事などを行う事業場等への周知用に御活用く

ださい。 

本リーフレットは、岩手労働局のホームページの以下の URL に掲載予定としてい

ますので、会員事業場等への周知の際に、御利用ください。 

 

https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/riyousha_moku-

teki_menu/jigyonushi/shokubanokankyouseibi.html 

 

記 

 

https://jsite.mhlw.go.jp/iwate-roudoukyoku/riyousha_moku-


第１ 改正の趣旨 

 １ 改正政令の趣旨 

   本改正は、「令和２年度第２回化学物質のリスク評価に係る企画検討会」（令

和２年９月４日開催）の議論を踏まえ、ベンジルアルコールを以下の（１）から

（３）までの措置の対象となる物質（以下「対象物質」という。）として追加す

るため、必要な改正を行うものである。 

 （１）労働安全衛生法（昭和 47 年法律第 57 号。以下「法」という。）第 57 条第１

項の規定による化学物質の名称等の表示（ラベル表示） 

 （２）法第 57 条の２第１項の規定による化学物質の名称等の通知（安全データシ

ート（SDS）の交付） 

 （３）法第 57 条の３第１項の規定による化学物質の危険性又は有害性等の調査等

（リスクアセスメントの実施等） 

 ２ 改正省令の趣旨 

   本改正は、GHS（化学品の分類および表示に関する世界調和システム）に基づ

く分類を踏まえ、労働安全衛生規則（昭和 47 年労働省令第 32 号。以下「則」と

いう。）別表第２において、ベンジルアルコールを含有する製剤その他の物に係

る裾切値（対象物質を含有する製剤その他の物中の当該対象物質の含有量がそ

の値未満の場合、名称等の表示義務等の対象とならない値）を設定するもので

ある。 

 

第２ 改正の要点 

 １ 施行期日及び経過措置 

   施行期日は令和３年１月１日としたこと。ただし、改正政令の施行の際現に

存在するベンジルアルコールについては、名称等の表示義務に係る法第 57 条第

１項の規定は、令和３年６月 30 日まで適用しないこととしたこと。 

 ２ 改正政令関係 

 （１）基本的事項 

   ア 改正の基本的な内容 

      労働安全衛生法施行令（昭和 47 年政令第 318 号。以下「令」という。）

別表第９に「ベンジルアルコール」を追加したこと。 

      なお、「ベンジルアルコール」は、当該化学物質による労働災害事案が多

発していることから追加したものであること。 

   イ 事業者が実施すべき事項についての基本的な考え方 

     ベンジルアルコールについて事業者が実施すべき事項に係る基本的な考

え方は、本通達によるほか、「労働安全衛生法及び作業環境測定法の一部を

改正する法律の施行について」（平成 12 年３月 24 日付け基発第 162 号）及

び「労働安全衛生法施行令及び厚生労働省組織令の一部を改正する政令等



の施行について（化学物質等の表示及び危険性又は有害性等の調査に係る

規定等関係）」（平成 27 年８月３日付け基発 0803 第２号）等によるべきも

のであること。 

   ウ 留意事項等 

     ベンジルアルコールは、職業性疾病（慢性）に関して安全に使用するため

の基準が示されている物質である一方、令別表第９に掲げる物以外の物質

には危険有害性が不明なものがあるため、事業者に対して、対象物質以外

であっても危険有害性が不明な物質への代替を推奨するものではないこと

に留意すること。 

 （２）細部事項 

   ア 塗料の剥離及びかき落とし作業について 

「剥離剤を使用した塗料の剥離作業における労働災害防止について」

（令和２年８月 17 日付け基安化発 0817 第２号（令和２年 10 月 19 日一部

改正）。以下「課長通知」という。）の記の２（２）に則ったばく露防止の

ための措置を行うこと。 

   イ ベンジルアルコールを含有する剥離剤の取扱い作業において講ずべき措

置 

     剥離剤にベンジルアルコールが含有されている場合は、課長通知の記の

３（１）イに則った措置を講ずること。 

 ３ 改正省令関係 

   ベンジルアルコールの CAS 番号及び裾切値は別紙のとおりであること。 

 

  



別 紙 

 

ベ ン ジ ル ア ル コ ー ル の C A S 番 号 及 び 裾 切 値 

 

物質名 CAS 番号 

裾切値 

表示 

（重量％） 

（則第 30 条関係） 

通知 

（重量％） 

（則第 34 条の２関係） 

ベンジルアルコール 100-51-6 １％未満 １％未満 

※ 上記の CAS 番号は例示であり、上記に記載の無い CAS 番号のベンジルアルコールを含有する

製剤その他の物が存在する場合もあること。 


